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【特集】(p2～ 7)

子どもの夢は地域の夢

【Health information】（p10~11)

９月は健康増進普及月間です
【行政NAVI】(p12)

「矢祭山公園親水広場」の
愛称が決定しました

【地域おこし協力隊活動日誌VOL59】 (p15)

Main presenter　近藤隊員

安
心
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

学
校
づ
く
り

【県知事来庁】（p8~9)

内堀雅雄福島県知事来庁
町職員に講演会を実施
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

で
は
、
校
長
の
示
す
学
校
運
営
計

画
に
つ
い
て
学
校
運
営
協
議
会
が

議
論
、
承
認
し
、
保
護
者
・
地
域

住
民
へ
情
報
提
供
を
踏
ま
え
た
地

域
学
校
協
働
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
に
は
大
き
く
分
け
て
３
つ
の
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

持
続
可
能
性

校
長
や
教
職
員

の
異
動
が
あ
る
場
合
に
も
学

校
運
営
協
議
会
に
よ
っ
て
地

域
と
の
組
織
的
な
連
携
及
び

協
働
体
制
を
そ
の
ま
ま
継
続

し
、「
持
続
可
能
な
仕
組
み
」

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
総
が
か
り　

校
長
が
作
成

す
る
学
校
運
営
の
「
基
本
方
針

の
承
認
」
を
通
し
て
、
学
校
や

地
域
、
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る

課
題
に
対
し
て
関
係
者
が
当
事

　

者
意
識
を
持
ち
、
役
割
分
担
を

　

も
っ
て
連
携
・
協
働
に
よ
る
取

　
り
組
み
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

協
働
活
動　

学
校
運
営
協
議
会

　

や
熟
議
の
場
を
通
し
て
、
子

　

ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
課

　

題
を
抱
え
て
い
る
の
か
、
地

　

域
で
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
を

　

育
て
て
い
く
の
か
な
ど
の
目

　

標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
学
校
、

保
護
者
、
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
を
反
映

さ
せ
た
学
校
運
営
を
行
う
仕
組
み
で
、
保
護

者
、
地
域
の
代
表
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
組

織
す
る
「
学
校
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
た

学
校
の
こ
と
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

の
充
実
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
生
き
が
い

の
創
出
、
教
職
員
の
「
子
ど
も
た
ち
と
向
き

合
う
時
間
」
が
増
え
る
な
ど
の
様
々
な
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
矢
祭
町
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
お
伝
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

町

は

地域の

子どもの夢
地域とともにある学校づくりを目指して

学
校
を
核
に
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

園長・校長
・学校運営の基本方針
・学校運営、教育活動

学校運営協議会
保護者代表、地域住民、地
域学校協働活動推進員など

　学校運営協議会は、法律に基づき教育委員会より任命された委
員が、一定の権限を持って、学校の運営とそのために必要な支援
について協議する合議制の機関であり、地域の課題や実情に合わ
せ、目指すべき子ども像を共有し、実現に向け、年間を通して計画・
実施を図ります。

①校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。
②学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べることが
　できる。
③教職員の任用における教育委員会規則で定める事項について教
育委員会に意見を述べることができる。

【子どもたち】
●子どもたちの学習や体験活
動が充実します。
●自分を大切に思う心や他人
を思いやる心が育ちます。
●地域の担い手としての自覚
が高まります。
●防犯、防災等の対策によって
安全、安心な生活ができます。

【教職員】
●地域の人々の理解と協力を
得た学校運営ができます。
●地域の人々に授業等への協
力をいただくなどの教育活
動ができます。
●地域の協力により、子どもと
向き合う時間が確保できます。

【保護者】
●学校や地域への理解が深ま
り、家庭教育に良い効果を
もたらします。
●地域の中で育てられている
という安心感が生まれます。
●保護者同士、地域の方々と
の人間関係がよくなります。

【地域の人々】
●自分の経験を学校で発揮で
きるため、生きがいにつな
がります。
●学校を核に、地域のネット
ワークができ、課題解決に
つながります。
●地域の防犯、防災体制等の
充実につながります。

は

地域の

子どもの夢

協議の結果に
関する情報提
供の努力義務

意見
情報提供・協議
を踏まえた地域
学校協働活動

保護者・地域住民

■コミュニティ・スクールの仕組み（イメージ図）

意見・承認

学校運営計画を説明

コミュニティ・スクールの
魅力あふれるメリット

■学校運営協議会

【主な３つの役割】
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高橋英二  校長

Eiji takahashi

矢祭町学校運営協議会

宗田浩一 運営委員長

学
校
運
営
協
議
会
は
、
こ
ど

も
園
部
会
、
小
学
校
部
会
、
中

学
校
部
会
の
３
部
会
に
分
か
れ
、

学
校
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
解

決
に
向
け
熟
議
を
重
ね
て
い
ま

す
。そ

の
中
で
、
学
校
運
営
協
議
会

と
し
て
の
最
初
の
取
り
組
み
が

昨
年
７
月
か
ら
の
『
や
ま
つ
り
っ

子
ネ
ッ
ト
宣
言
』
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
る

現
在
は
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
怖
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
た
め
、『
や

ま
つ
り
っ
子
ネ
ッ
ト
宣
言
』
を

通
し
て
、
学
校
及
び
家
庭
で
の

使
用
ル
ー
ル
を
定
め
、
町
全
体

で
使
用
マ
ナ
ー
の
向
上
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
の
活

動
は
昨
年
か
ら
始
ま
り
地
域
に
周

知
が
行
き
届
い
て
い
な
い
た
め
、

ま
ず
は
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
く
こ
と
も
当
面
の
目
標
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
学
校
は
遠
い
存
在

で
し
た
が
、
学
校
運
営
協
議

会
を
き
っ
か
け
に
、
よ
り
密
接

に
関
わ
り
、
積
極
的
に
教
育
に

携
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
誰
か
が
や
る
の
で
は
な
く
、

自
分
が
や
る
と
い
う
気
持
ち
を

持
っ
て
取
り
組
み
、
主
体
的
に

行
動
す
る
学
校
運
営
協
議
会
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
住
民
と
保
護
者

が
当
事
者
と
し
て
教
育
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
最

終
的
に
子
ど
も
た
ち
が
こ
の
町
に

生
ま
れ
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町ぐるみでの教育により、健全育成を図る

　現在は、インターネットの普及
により生徒も簡単にSNS等の利用
ができてしまうため、ネット上で
のトラブルの増加が問題視されて
います。その中で、中学校部会を
中心に『やまつりっ子ネット宣言』
を企画、準備を行い学校だよりや
ホームページに掲載する等により
広報活動にも取り組んでいます。
　インターネットの利用に関して
は学校で指導するだけでなく、家
庭でも使用上のルールを明確に

し、指導していくことが大切だと
考えています。
　また、アンケート調査から矢祭
町の子どものスマホ所有率は高
く、特に使用マナーの向上を図っ
ていく必要があると考えていま
す。
　また、コミュニティ・スクール
を通して町ぐるみでの教育を実施
し、ネットの使用マナー向上に加
え、健全育成も図っていきたいと
考えています。

【身分】
特別職の地方公務員（非常勤）
【役割】
当該学校の運営及び運営に必要
な支援に関して協議すること
【対象】
対象学校の所在する地域住民
／対象学校に在籍する児童、生
徒、幼児の保護者／地域学校協
働活動推進員、対象学校の運
営に資する活動を行うもの／
教育委員会が必要と認める者

学校運営協議会委員

令和４年度矢祭町学校運営協議会運営委員名簿

は

地域の

子どもの夢

　小学校部会では、コミュニティ・
スクールの中で『おらが学校再び』
をテーマに昔の学校を取り戻すた
めの取り組みを行っています。
　矢祭小学校は、統合前に比べ地
域の方々とのふれあいが少なくな
り、特に現在はコロナ禍で地域交
流も減少している中で、より一層
の地域交流を図るため、学校応援
団の募集を構想に挙げています。
　学校応援団では、文化団体連絡
協議会や各ボランティア団体等の

方々に授業及びクラブ活動に参加
していただき、子どもたちが地域
の方々とふれあい、町ぐるみで教
育していく環境づくりを目指して
います。
　今後、コミュニティ・スクール
を通して、児童たちには愛情と誇
りを持った矢祭町を盛り上げてく
れる人材になってほしいと考えて
います。町でのふれあいや交流を
大人になっても忘れないでほしい
と思います。 伊藤弘行 校長

H
iroyuki itou

町でのふれあいや交流を忘れないでほしい

Prim
ary school

Junior high school

吉田信也 園長

Shinya yoshida

様々な活動を通し、夢の幅を広げていきたい

　まずは、こども園での生活や活
動などを地域の方々に知ってもら
うことがコミュニティ・スクール
を実施する１番の目的と考えてい
ます。地域の人々との交流を盛ん
にしていくことで小さい頃から地
域との関わりをもった子どもたち
を育て、地域とともにある学校づ
くりに取り組んでいます。
　今年度は令和大学での昔遊びや
ふれあい農園でさつまいも植えな
どの普段とは違う様々な体験活動

を実施することより、園児たちは
より興味・関心を深め、親しみを
もって積極的に取り組むことがで
きていたと感じました。園児に
とって貴重な経験であり、地域の
方々にこども園を知ってもらう良
い機会となったと思います。
　コミュニティ・スクールにより
町が一体となって育てる教育環境
の実現を目指し、園児たちには
様々な活動を通して、将来の夢の
幅を広げてほしいと思います。

Children's garden

一
人
一
人
が
当
事
者
と
し
て

子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く

矢祭町学校運営協議会の取り組み

●こども園部会
　緑川　大輔
　下重　大輔
　益子　芳雄
　押田　洋平
　佐瀬　秋子
　吉田　信也

　鈴木　有子
●小学校部会
　髙信甚一郎
　丸山美佳子
　片野　惠仁
　小野瀬康弘
　増子　正代

　佐川　純男
　伊藤　弘行
　矢内　雅仁
●中学校部会
　金澤　博信
　野村　一峰
　宗田　浩一

　佐瀬　和宏
　高橋　英二
　鈴木　洋隆

■計　２１名



学校、地域ともに　　  　Win-Win の関係を目指す
地
域
の
特
色
に
合
わ
せ
た

学
校
運
営
が
大
切
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学
校
は
そ
の
地
域
に
と
っ
て

『
お
ら
が
学
校
』
で
あ
り
、
校
長
・

教
頭
や
教
職
員
が
人
事
異
動
で

変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら
な
い
学

校
運
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
な

に
よ
り
大
事
な
こ
と
で
す
。
よ

く
「
校
長
が
代
わ
れ
ば
学
校
も

変
わ
る
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
そ
の
都
度
、
運
営
方
法

が
変
わ
っ
た
の
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
そ
し
て
地
域

に
と
っ
て
も
戸
惑
う
ば
か
り
で

良
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地

域
の
特
色
に
合
わ
せ
た
学
校
運

営
を
永
く
続
け
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
こ
と
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
委
員

の
皆
さ
ん
が
地
域
の
た
め
に
考

え
た
内
容
を
学
校
運
営
の
方
針

や
ビ
ジ
ョ
ン
に
入
れ
込
む
こ
と

で
、
地
域
の
特
色
を
踏
ま
え
た

地
域
の
た
め
の
『
お
ら
が
学
校
』

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
理
由
か
ら

県
教
育
委
員
会
で
も
先
頭
に
立

ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
や
地
域
学
校
協
働
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
今
後
、
こ
ど
も
園
・

小
中
学
校
の
学
園
化
及
び
０
歳

か
ら
15
歳
ま
で
の
15
年
間
を
意

識
し
た
教
育
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

矢
祭
町
は
こ
ど
も
園
・
小
中
学

校
が
一
つ
ず
つ
し
か
な
く
、
少
な

い
か
ら
こ
そ
強
く
連
携
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
ど
も
園
・
小

中
学
校
を
一
つ
の
学
園
と
考
え
、

全
体
を
貫
い
た
方
針
の
基
に
学
校

運
営
を
進
め
て
行
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
園
・
小
中
学

校
を
一
つ
の
学
園
と
す
る
こ
と

で
、
０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
15

年
間
を
意
識
し
た
教
育
を
進
め

い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

い
く
の
か
、
15
年
間
を
見
越
し

た
方
針
、
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
に

な
る
た
め
今
年
度
は
計
画
策
定

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

矢
祭
町
の
目
指
す
将
来
像
に

は
『
ま
ち
が
好
き
と
も
に
生
き

て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
や
ま
つ
り
ま

ち
』
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
受
け
、
矢
祭
町
の
教
育

目
標
は
「『
明
る
く
前
向
き
に
取

り
組
む
人
間
性
の
高
い
人
』
を

育
て
る
15
年
間
の
教
育
」（
案
）

と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
矢

祭
町
に
お
け
る
目
指
す
べ
き
人

間
像
と
し
て
次
の
４
つ
を
考
え

て
い
ま
す
。

①
知
・
徳
・
体
の
調
和
が
と
れ
、

　

自
己
実
現
を
目
指
す
人

②
人
を
愛
し
、
と
も
に
幸
福
を

　

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
人

③
自
然
を
愛
し
、
郷
土
を
愛
し
、

　

郷
土
に
貢
献
で
き
る
人

④
自
由
と
平
和
を
大
切
に
し
、

　

広
い
視
野
を
も
っ
た
人

　

以
上
の
よ
う
な
人
間
を
15
年

か
け
て
育
て
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
今
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
運
営
に
力

を
注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
学
校
の
子
ど
も
た

ち
を
育
て
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
学
校
に
関
わ
る
地
域
の
皆

さ
ま
に
も
活
力
が
湧
い
て
元
気

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
学
校
と
地
域
の
両
方
が

元
気
に
な
り
W
i
n
‐
W
i
n

の
関
係
に
な
っ
て
い
く
こ
と
こ

そ
、
矢
祭
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
で
目
指
す
べ
き
姿
で

あ
り
ま
す
。

　今回、令和大学
の中で、普段はふ
れあうことができ
ない子どもたちと
のふれあいはとて
も楽しく貴重な経
験でした。昔遊び
を実施するうえで、
最初は子どもたち
に教えてあげよう
と思っていました
が、子どもたちは

上手にお手玉やあやとりなどを行い、覚えも早
く、反対に教えてもらうこともありました。また、
子どもたちの元気に遊ぶ姿を見て、私も元気を
もらいました。
　最後には、園児から心のこもったプレゼント
をいただき、とても感動しました。今でも大切
に保管しています。

は

地域の

子どもの夢 子どもたちと地域の未来のために

15
年
間
を
見
越
し
た
方
針
、

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

学
校
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
方
々
も
元
気
に

菊
きくち

池篤
あつ し

志 教育長

Interview
子どもたちから元気をもらえる

　コミュニティ・
スクールは学校や
地域への理解を深
める良いきっかけ
となると感じてい
ます。
　また、私は１人
の保護者として、
子どもが困ってい
る時、何かあった
時に助けてくれる
人が周りにいるこ
とで、とても安心します。
　登下校の際、地域で分かり合っていることで
防犯面でも役に立ち、保護者の方々が安心して
子どもたちを学校へ送り出すことができると思
います。
　このような子どもたちを地域で育てる環境づ
くりが大切だと思います。

安心して学校へ送り出すことができる

7

松島　道子さん

松浦　賢吾さん

【Profi le】

令和４年４月より矢祭町の教育長
として着任。モットーは「人に優
しく、仕事に厳しく」。趣味は音
楽鑑賞、スポーツ観戦など。

　今後、コミュニティ・スクールの両輪と
なる『地域学校協働本部』の立ち上げを予
定しています。
　その中で、学校応援団（仮称）を組織し、
こども園・小学校・中学校の子どもたちの
支援をしていきます。
　今後、応援団員の募集をしますのでご協
力をお願いいたします。

学校応援団（仮称）　団員募集 ■第１期コミュニティ・スクール推進計画

第
１
期
第
７
回
学
校
運
営
協
議
会

▼
令
和
４
年
度
教
育
課
程
の
反
省

▼
第
１
期
活
動
の
反
省

▼
第
２
期
委
員
の
検
討

令
和
５
年
２
月
14
日
（
火
）

第
１
期
第
６
回
学
校
運
営
協
議
会

▼
各
部
会
の
活
動
内
容
の
確
認

令
和
４
年
10
月
11
日
（
火
）

第
１
期
第
５
回
学
校
運
営
協
議
会

▼
研
修
会

▼
活
動
状
況
報
告
会

令
和
４
年
７
月
７
日
（
木
）

第
１
期
第
４
回
学
校
運
営
協
議
会

▼
令
和
４
年
度
教
育
課
程
に
つ
い
て

▼
熟
議
（
園
・
小
・
中
）

令
和
４
年
５
月
25
日
（
水
）

第
１
期
第
３
回
学
校
運
営
協
議
会

▼
各
部
会
で
の
推
進
計
画
の
協
議

令
和
４
年
２
月
24
日
（
木
）

from now

第
１
期
第
２
回
学
校
運
営
協
議
会

▼
組
織
作
り

▼
令
和
４
年
度
教
育
課
程
に
つ
い
て

▼
熟
議
（
園
・
小
・
中
）

令
和
３
年
９
月
27
日
（
月
）

第
１
期
第
１
回
学
校
運
営
協
議
会

▼
熟
議
（
園
・
小
・
中
）

令
和
３
年
８
月
１
日
（
日
）



内堀雅雄　　福島県知事来町
町職員に　　講演会を実施

　８月２４日（水）、内堀雅雄福島県知事が来町し、ユーパル矢祭２階多目的ホールにて講演会を実施しました。参加
者は真剣に聴講し、福島県の目指す姿について理解を深めました。
　なお、講演会の内容を一部掲載しています。

日
は
矢
祭
町
に
来
て
、
佐
川
町
長

か
ら
ぜ
ひ
話
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
大
き
く

分
け
て
10
年
、20
年
先
の
福
島
の
姿
、10
年
、

20
年
先
の
県
南
地
方
特
に
矢
祭
町
の
姿
の

２
つ
に
つ
い
て
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
自
身
、
日
々
生
活
、
仕
事
を
し
て
い
て

１
か
月
、
２
か
月
先
を
読
む
こ
と
が
で
き
る

か
と
い
う
と
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
10
年
先
、
20
年
先
を
見
通
す
こ
と
は
非
常

に
難
し
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
１
年
先
、
10
年
先
を
見
通
し
な

が
ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
非

常
に
大
切
で
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
や
家
庭
生

活
に
お
い
て
も
大
切
で
あ
り
、先
を
見
通
し
、

考
え
な
が
ら
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
先
の
福
島
県
の
姿
を
考
え
た
時

に
福
島
県
の
総
合
計
画
が
参
考
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
４
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
ま
さ
に
10
年
後
の

２
０
３
０
年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
県
の
10
年
先
、
20
年
先
を
ど

う
考
え
て
い
く
の
か
で
ヒ
ン
ト
に
な
る
の

が
福
島
県
の
基
本
目
標
『
や
さ
し
さ
、
す
こ

や
か
さ
、
お
い
し
さ
あ
ふ
れ
る
ふ
く
し
ま
を

共
に
創
り
、つ
な
ぐ
』。
こ
れ
に
は
キ
ー
ワ
ー

ド
が
３
つ
あ
り
、
１
つ
目
が
や
さ
し
さ
、
２

つ
目
が
す
こ
や
か
さ
、
３
つ
目
が
お
い
し
さ

で
あ
り
、
こ
の
３
つ
キ
ー
ワ
ー
ド
が
福
島
県

の
10
年
先
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
切
で
、
特

に
３
つ
目
の
お
い
し
さ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
が
と
て
も
重
要
で
あ
り
、
47
都
道
府
県
全

部
が
総
合
計
画
を
つ
く
り
基
本
目
標
を
掲

げ
て
い
る
中
で
、
お
い
し
さ
を
基
本
目
標
に

入
れ
て
い
る
都
道
府
県
は
な
く
、
福
島
県
だ

け
で
す
。

　

な
ぜ
、
お
い
し
さ
を
福
島
県
は
基
本
目
標

に
入
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と
２
０
１
１

年
３
月
に
東
日
本
大
震
災
に
加
え
て
原
発

事
故
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
福
島
県
は
矢
祭

町
も
含
め
て
農
業
県
で
あ
り
、
美
味
し
い
農

産
物
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
い
ま
す
が
、
原
発

事
故
が
あ
り
、
そ
し
て
風
評
被
害
が
原
発
事

故
直
後
か
ら
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
で
は
年
月
が
経
ち
、
だ
い
ぶ
薄
ら
い
で

い
ま
す
が
、
国
内
に
若
干
の
風
評
被
害
が

え
な
が
ら
議
論
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
先
の
福
島
県
の
姿
を
考
え
た
時

福
島
県
の
総
合
計
画
が
参
考
に
な
る
と

え
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
４
月
に
ス
タ
ー

し
た
ば
か
り
で
す
が
、
ま
さ
に
10
年
後
の

０
３
０
年
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
計
画

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
福
島
県
の
10
年
先
、
20
年
先
を
ど

考
え
て
い
く
の
か
で
ヒ
ン
ト
に
な
る
の

福
島
県
の
基
本
目
標
『
や
さ
し
さ
、
す
こ

か
さ
、
お
い
し
さ
あ
ふ
れ
る
ふ
く
し
ま
を

に
創
り
、つ
な
ぐ
』。
こ
れ
に
は
キ

ワ

け
で
す
。

な
ぜ
、
お
い
し
さ
を
福
島
県
は
基
本
目
標

に
入
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
と

残
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す
。
世
界
に
目
を

向
け
る
と
今
も
な
お
12
の
国
と
地
域
が
福

島
県
産
の
農
産
物
に
輸
入
規
制
を
か
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
厳
し
い
現
実
で
す
。
こ
う

い
っ
た
状
況
を
打
破
し
て
い
く
た
め
に
は

福
島
県
が
10
年
後
に
美
味
し
さ
を
前
面
に

出
し
、
風
評
の
な
い
福
島
県
を
目
指
す
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
島
県
で
は
、
３
つ
大
事
に
し
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
が
人
、
２

つ
目
が
暮
ら
し
、
３
つ
目
が
仕
事
で
す
。
こ

の
３
拍
子
が
揃
っ
て
い
な
け
れ
ば
福
島
県
で

安
心
し
て
笑
顔
で
生
活
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
当
然
、
矢
祭
町
、

県
南
地
方
に
と
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
将
来
の
姿
を
目
指
し
て

い
く
た
め
に
何
を
す
べ
き
な
の
か
。そ
れ
は
、

福
島
県
の
掲
げ
る
３
つ
の
具
体
的
な
施
策
を

実
行
す
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
人
分
野
に
お
い
て
健
康
寿
命
が

あ
り
、
男
性
の
健
康
寿
命
は
７
１
．
５
歳
、

こ
れ
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
７
５
．
６
歳
に

も
っ
て
い
く
。
ま
た
、
女
性
は
７
５
．
０
５

歳
を
７
７
．
８
５
歳
に
も
っ
て
い
く
施
策
が

あ
り
ま
す
。
健
康
寿
命
は
自
分
自
身
の
体
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
笑
顔
で
元
気
に
暮
ら

せ
る
寿
命
で
あ
り
ま
す
の
で
、
や
は
り
伸

ば
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
大
事
、
か
つ

２
０
３
０
年
に
は
こ
の
数
字
に
す
る
と
い

う
極
め
て
明
確
な
目
標
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
３
０
年
は
８
年
後
で
、
日
々
の
仕
事

の
中
で
ピ
ン
と
こ
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
福
島
県
の
計
画
の
中
で
は
、
約
40
ペ
ー

ジ
に
わ
た
り
年
度
ご
と
の
指
標
を
記
載
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
仕
事
を
す
る
に
あ
た
り

非
常
に
大
切
で
、
一
つ
一
つ
の
指
標
を
書

い
て
お
く
こ
と
で
自
分
が
１
年
間
仕
事
を

す
る
中
で
、
今
年
の
目
標
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

に
な
り
ま
す
。
８
年
ご
と
の
数
字
だ
と
ぼ

や
っ
と
し
た
仕
事
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
、

各
年
度
ご
と
に
明
確
な
指
標
を
つ
く
る
こ

と
に
よ
り
県
庁
職
員
に
も
す
ご
く
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
課
ご
と
に
年
度
ご
と
の
数
値
目

標
は
当
然
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
１
年
間
で

結
果
を
出
せ
た
の
か
は
っ
き
り
分
か
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
県
議
会
に
も
説
明
し
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
公
表
す
る
の
で
、
で
き
た
の
か
で

き
な
か
っ
た
の
か
が
極
め
て
明
確
に
分
か

り
ま
す
。
こ
の
目
標
数
値
が
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
職
員
は
大
変
な
ん
で
す
が
、
具
体
的
な

施
策
が
あ
り
年
度
ご
と
の
目
標
が
あ
る
こ

と
が
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。　

福
島
で
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
こ

れ
ら
を
乗
り
越
え
て
、
県
民
、
矢
祭
町
の
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

今
、
来
年
、
何
を
す
る
の
か
明
示
し
て
い
る
の

が
総
合
計
画
で
あ
り
、
こ
の
総
合
計
画
を
実
行

し
て
い
く
こ
と
、
上
手
く
い
か
な
い
部
分
が
あ

れ
ば
修
正
し
て
翌
年
、
翌
々
年
も
っ
と
良
く
し

て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
目
標
で
す
。

9 8

演題『１０年、２０年先の福島及び県南地方の姿』

今
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霊
園
位
置

　

福
島
県
東
白
川
郡
矢
祭
町
大
字
小
田
川

　

字
中
山
57
‐
９

区
画
数

　

全
41
区
画
（
１
区
画
５
㎡
）

　

＊
現
在
12
区
画
が
販
売
可
能

永
代
使
用
料

　

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
１
区

　
　

画
25
万
円
（
宅
地
分
譲
購
入
者
も
含

　
　

む
）

　

②
町
外
に
住
所
を
有
す
る
者
は
、
１
区

　
　

画
30
万
円

管
理
料

　

１
区
画
に
つ
き
、
年
額
２
，
５
０
０
円

　

で
、
納
入
は
５
年
分
（
１
２
，
５
０
０

　

円
）
を
前
納

管
理
料
の
使
途

　

霊
園
の
清
掃
、
環
境
の
整
備
及
び
維
持

　

管
理
に
要
す
る
費
用
と
し
て
使
用
す

　

る
。
た
だ
し
、
個
人
が
使
用
す
る
区
画

　

は
除
き
、
個
人
で
清
潔
に
努
め
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

資
格
要
件

　

①
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
住
所
を
有
し

　
　

て
い
る
者

　

②
矢
祭
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
購
入
し
た
者

　

③
町
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　

④
矢
祭
町
に
本
籍
を
有
す
る
者

　

⑤
矢
祭
町
の
出
身
者
で
あ
る
者

　

⑥
そ
の
他
町
長
が
認
め
た
者

使
用
条
件

　

①
墳
墓
の
使
用
は
、
１
人
（
世
帯
）
に

　
　

つ
い
て
１
区
画

　

②
墓
碑
等
の
高
さ
は
縁
石
か
ら
2.5
ｍ
以

　
　

内

問
い
合
わ
せ

　

町
民
福
祉
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ
☎
４

　

６
‐
４
５
７
４

大
切
な
方
に
寄
り
添
え
る
場
所

「
中
山
霊
園
」
分
譲
中

行    政
N A V I

　

矢
祭
山
公
園
の
魅
力
を
内
外
に
発
信

し
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観
光

振
興
に
活
用
し
て
い
く
た
め
、
矢
祭
山

公
園
親
水
広
場
の
愛
称
を
募
集
し
ま
し

た
。

　

全
国
各
地
か
ら
多
数
の
愛
称
が
寄
せ
ら

れ
、
矢
祭
の
名
前
の
由
来
や
ツ
ツ
ジ
、
清

流
久
慈
川
な
ど
の
矢
祭
山
の
地
域
特
性
を

表
現
し
た
、
矢
祭
山
公
園
親
水
広
場
の
魅

力
を
伝
え
ら
れ
る
非
常
に
素
晴
ら
し
い
作

品
ば
か
り
で
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
採
用
作
品
を
次
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
の
で
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

採
用
愛
称

　
「
矢
祭
山　

鮎
の
里
公
園
」

応
募
者

　

小
林
愛
さ
ん
（
町
内
在
住
）

愛
称
の
理
由
や
意
味

　

矢
祭
町
は
鮎
で
有
名
な
町
な
の
で
そ
ば

に
あ
る
鮎
の
つ
り
橋
に
ち
な
ん
で
、
誰
に

で
も
分
か
り
や
す
い
名
前
に
し
ま
し
た
。

選
定
理
由

　

矢
祭
山
公
園
に
あ
る
あ
ゆ
の
吊
橋
や
町
の

特
産
品
で
あ
る
鮎
に
ち
な
ん
だ
名
前
で
あ
り
、

覚
え
や
す
い
こ
と
等
の
理
由
か
ら
総
合
的
に

判
断
し
選
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
矢
祭
山
公
園
内
で
あ
る
こ
と
が

よ
り
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
応
募
い
た

だ
い
た
愛
称
に
「
矢
祭
山
」
と
い
う
名
称

を
追
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐

４
５
７
６

「
矢
祭
山
公
園
親
水
広
場
」
の

愛
称
が
決
定
し
ま
し
た

就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10

月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基

本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
日
本
の
就

業
・
不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

統
計
法
（
国
の
統
計
に
関
す
る

基
本
的
な
法
律
）
に
基
づ
き
実

施
す
る
、
国
の
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。
調
査
結
果
は
、
雇
用

政
策
、
経
済
対
策
な
ど
、
国
や

地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
各
種

行
政
施
策
の
企
画
立
案
の
た
め

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
世
帯

に
は
、
９
月
下
旬
に
調
査
員

が
伺
い
、
調
査
書
類
を
お
配

り
し
ま
す
。
よ
り
便
利
に
皆

様
に
ご
回
答
い
た
だ
く
た
め
、

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
、
簡
単
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
票
の
記
入
内

容
は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
厳

重
に
保
護
さ
れ
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
お
け

る
通
信
も
全
て
暗
号
化
さ
れ
、

不
正
な
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
監

視
も
24
時
間
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
回
答
デ
ー
タ
は
厳
重

に
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
調

査
員
を
は
じ
め
と
す
る
調
査

関
係
者
が
調
査
で
知
り
得
た

内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、

統
計
を
作
成
・
分
析
す
る
目

的
以
外
に
調
査
票
を
使
用
し

た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
行
為

は
統
計
法
に
よ
り
固
く
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を

ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
☎

４
６
‐
３
１
３
１

９
月
20
日
〜
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

　

９
月
20
〜
26
日
は
動
物
愛
護

週
間
で
す
。
愛
情
と
責
任
を

持
っ
て
最
期
ま
で
飼
い
ま
し
ょ

う
。

犬
の
適
正
飼
養

・
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
登

　

録
と
、
年
１
回
の
狂
犬
病

　

予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
、

　

鑑
札
と
注
射
済
票
は
、
犬

　

の
首
輪
等
に
必
ず
つ
け
て

　

く
だ
さ
い
。

・
飼
い
犬
を
迷
子
に
さ
せ
な
い

　

で
く
だ
さ
い
。
リ
ー
ド
や

　

首
輪
の
点
検
を
定
期
的
に

　

行
い
、
万
が
一
の
た
め
に

　

迷
子
札
も
つ
け
て
く
だ
さ

　

い
。

・
犬
の
散
歩
の
際
は
、
必
ず

　

リ
ー
ド
を
つ
け
、
フ
ン

　

は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ

　

い
。

・
日
常
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た

　

め
、
正
し
い
し
つ
け
を
し

　

て
く
だ
さ
い
。

猫
の
適
正
飼
養

・
猫
は
室
内
飼
い
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。
交
通
事
故
、
病
気
、

　

迷
子
、
近
隣
へ
の
フ
ン
尿
を

　

防
ぐ
た
め
、
ま
た
、
災
害
時

　

に
同
行
避
難
が
で
き
る
よ
う

　

に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
飼
い
猫
が
迷
子
に
な
っ
た
時

　

の
た
め
に
迷
子
札
を
つ
け

　

て
く
だ
さ
い
。

・
野
良
猫
に
餌
を
与
え
た
結

　

果
、
不
幸
な
子
猫
が
生
ま
れ

　

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま

　

す
。
野
良
猫
に
餌
を
与
え
て

　

い
る
方
は
、
そ
の
猫
の
管
理

　

者
（
飼
育
者
）
と
な
り
ま
す
。

　

猫
に
不
妊
去
勢
手
術
を
受
け

　

さ
せ
、
フ
ン
尿
の
後
始
末

　

は
管
理
者
が
責
任
を
持
っ
て

　

行
い
、
ま
わ
り
に
迷
惑
を
か

　
け
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

町
民
福
祉
課
生
活
環
境
グ

ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５
７
４
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協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
近
藤
で
す
。

　

様
々
な
企
画
の
実
施
や
イ
ベ
ン
ト
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る
「
は
じ
ま
り

商
店
街
」
と
一
緒
に
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。「
は
じ
ま
り
商

店
街
」
の
方
々
は
、
首
都
圏
で
実
施
し

て
い
る
も
っ
た
い
な
い
市
場
を
き
っ
か

け
に
矢
祭
町
を
知
り
、
今
年
の
春
、
関

係
人
口
事
業
を
通
し
て
実
際
に
矢
祭
町

に
来
て
、
地
域
の
方
々
や
食
に
触
れ
る

こ
と
で
、
さ
ら
に
矢
祭
の
魅
力
を
感
じ

た
そ
う
で
す
。

　

私
も
事
業
の
お
手
伝
い
を
す
る
中

で
、
も
っ
と
矢
祭
の
魅
力
を
伝
え
た
い

と
い
う
想
い
に
共
感
し
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
協
力
隊
の
活
動

や
移
住
し
て
か
ら
の
経
験
を
お
話
し
、

矢
祭
を
知
ら
な
い
方
に
も
、
そ
し
て
す

で
に
矢
祭
の
フ
ァ
ン
の
方
々
に
は
よ
り

魅
力
を
伝
え
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
第
二
弾
も
や
り
た
い
と
考
え
て
い

る
そ
う
で
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
が
楽
し
み

で
す
。

をりベ商しか関町る

PROFILE
近藤秋子【こんどうあきこ】
埼玉県松伏町出身。前職は鉄道
会社勤務。趣味は旅行、スキー、
映画、読書。

手元焼ではない、いわゆる “下りもの ”

この広報のコラムで、7月号と 8月号に続けて取り上げた火消壷
について、最終的な報告をします。そこで掲載した二つの火消壷は、
手元焼・豊田六之助の作品である可能性が極めて高いものです。拝
見した所蔵者のところには多くの六之助の作品とみられるものがあ
り、そのうちのひとつであるからです。
　今回掲載する火消壷は見るからにそれらとは様子が違っています。
ロクロではなく型によって作られたものです。明治時代から昭和前期にかけて、大陶磁器産地から

東北地方へと多量にもたらされた、いわゆる “下りもの ” で
す。実は今でもこの火消壷は愛知県常滑地域で作り続けられ
ています。茶道で使う棗 ( なつめ ) 薄茶器の形からでしょう
か、夏目火消壷と呼ばれています。
　残念ながら写真では、六之助作品にみられる生き生きとし
た造形は伝わりません。データ情報による理解は大切ではあ
りますが、ものを目視することの重要性があります。

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆき】
静岡県浜松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞とお茶が
趣味。担当業務は町文化財振興。

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆ
静岡県浜松市出身。前職
用品店経営。音楽鑑賞と
趣味。担当業務は町文化
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～婚活イベント情報～９月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

詳しい内容はQRコードま
たは矢祭町 HP「婚活イベ
ント」で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】
リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ project-y@silk.ocn.ne.jp
　　　　（E-mail でのご相談可）

結婚マッチングシステム「はぴ福なび 」

「はぴ福なび」は、福島県が導入し
た紹介型のマッチングシステムで
す。婚活を真剣に希望する男女の出
会いを応援するオンライン型のシス
テムで、ご紹介の他にも会員限定の
交流会やセミナー等も行っておりま
す。
登録料１０，０００円（２年間）、月
会費・紹介料などは無料です。
福島県内にお住いの方、近い将来福
島県に移住をお考えの方で誠実に結
婚を希望する２０歳以上の独身男女
が対象です。

「世話焼き人」セミナー開催のお知らせ

福島県には男女の縁結びをお手伝いする「世話やき人」
がいます（個別相談もできます）
結婚を応援したい親御さんに向けた結婚世話やき人セミナー
日時▶令和４年１０月１日（土）午前１０時～１２時
会場▶棚倉町文化センター倉美館（棚倉末関口一本松５８）
参加は無料、メールまたは郵送での申込み
※詳しくは「矢祭町結婚支援室」にお問い合わせください

～　え　に　し　～
（１５）

結婚したいあなたを福島県が応援します

「おしゃべりカフェ」ＯＰＥＮ

・参加者による「手相・四柱推命」占い…前回大好評
・セルフ「ジェルネイル・スキンケア」体験
・初心者でも楽しめる「パターゴルフ」体験
・「ゴルフコンペ」…９月中旬開催決定（２パーティー８名参加決定）
今月は９月２１日（水）午後３時～午後８時まで開催予定
リフレッシュふるさとランド（展望台ライト点灯時開催中）
開催予定日▶ 10/19・11/16・12/21・1/18・2/15・3/15

「婚活パーティー」開催のお知らせ

第１３回「恋の華咲くマッチングパーティー」に参加し
ませんか
日時▶令和４年１０月２２日（日）１３時～１６時３０分
会場▶常陸大宮ショッピングセンターピサーロ多目的
　　　ホール（常陸大宮市下村田２３８７）
対象▶３０代～４０代の独身男女各１０名（住所は問いません）
会費▶男性：１，５００円／女性：１，０００円
主催▶いばらきマリッジサポーター県北地域活動協議会
※メールでの申込み（結婚支援室にお問い合わせください）

▶参加者による手相占い

高
齢
者
の
方
々
の
長
寿
を

祝
福
す
る
と
と
も
に
、
感
謝

と
敬
老
の
意
を
表
す
る
「
令

和
４
年
度
敬
老
会
」
を
９

月
18
日
に
予
定
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
町
民
の
皆
様
の
安
全
を

最
優
先
す
る
こ
と
か
ら
、
や

む
な
く
敬
老
会
の
開
催
を
中

止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。

　

敬
老
会
の
開
催
を
楽
し
み

に
さ
れ
て
い
た
方
に
は
誠
に

残
念
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

何
卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
記
念
品
に
つ

　

き
ま
し
て
は
９

　

月
中
に
下
記
画

　

像
の
フ
ェ
イ
ス

　

タ
オ
ル
を
お
送

り
い
た
し
ま

　

す
。

ま
だ
カ
ー
ド
を
つ
く
っ
て

い
な
い
方
に
対
し
て
ご
自
宅
に

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
の
交
付
申
請

書
を
順
次
お
届
け
し
ま
す
。

　

お
届
け
は
７
月
か
ら
９
月

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

交
付
申
請
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読
み

取
る
こ
と
で
、
簡
単
に
カ
ー

ド
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

申
請
可
能
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

受
け
取
り
に
つ
い
て
は
、
申

請
か
ら
概
ね
１
か
月
後
に
お

住
い
の
市
区
町
村
よ
り
交
付

通
知
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
市
区
町
村
の

窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ

い
。

　

詳
し
く
は
『
そ
ろ
そ
ろ
あ

な
た
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
』と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

敬
老
会
中
止
の

お
知
ら
せ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

カ
ン
タ
ン
申
請

マイナンバーカードの申請がＱＲコードできる

町民の皆様の安全を最優先させていただきます
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俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

朝
霧
や
駅
伝
少
女
走
り
初
め

福
島
の
海
汚
す
ま
じ
盆
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

瞑め
い
そ
う想

の
左
右
の
肩
に
秋
の
風

農
機
具
の
音
流
れ
来
し
久
慈
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

ス
ー
パ
ー
の
混
ん
で
お
る
な
り
終
戦
日

か
な
か
な
と
野
山
安
堵
に
暮
れ
ゆ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

迎
え
日
や
浮
か
ぶ
面
影
数
あ
り
て

物
不
足
だ
け
思
い
出
す
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

17

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
八
月
詠
草

朝
か
ら
の
み
ん
み
ん
蝉
の
声
高
し

今
日
も
暑
い
か
と
心
構
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

沖
縄
の
ゴ
ー
ヤ
の
苦
味
美
味
な
る
も

島
の
歴
史
は
あ
ま
り
に
苦に

が

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

𠮷
民

あ
ど
け
な
き
子
猫
一
匹
身
を
正
し

わ
れ
の
涙
目
じ
っ
と
見
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

夕
立
は
馬
の
背
を
分
け
降
る
と
い
う

涼
し
い
雨
に
し
ば
し
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

東
北
の
地
に
も
線
状
降
水
帯

濁
流
と
氾
濫
の
水
は
恐
ろ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

過
ぎ
ゆ
き
は
水
引
の
赤
き
花
に
似
て

細
々
と
小
さ
き
記
憶
連
ね
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

庭
隅
に
た
わ
わ
に
実
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

鵯ひ

よ越
の
目
誘
う
朝
風
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

まちの駅
　やまつり

利
用
無
料

休憩スペース

トイレ

営 業 時 間
平日8：30～ 17：00

■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリーWi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料提供、地域情報の案内、もったい　　
ない文庫の取り扱いも行っています。
待ち時間やお買い物の途中など、お気軽にお立ち寄りください。

【買ってくっぺ便】には、買い物代行と移動販売があります
■買い物代行

■移動販売

お買い物にお困りの方はまちの駅やまつりまでお電話ください
町内で購入出来る商品を登録料・手数料無料でお届けします。

担当：小滝

担当：佐川

H P

Facebook

電話受付時間
平日９時から 11時まで
まちの駅にお電話
ください。
品物おひとつから
配達いたします。

配達時間
当日 14時から 16時頃
※配達時間が前後する
　場合がございます
お届けの際に現金で
お支払いください。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日

お気軽にご注文
ください

【問い合わせ】
まちの駅やまつり　☎：0247-57-5659 　FAX : 0247-57-5660

まちの駅までお電話を
いただきましたら、後日
担当がご自宅までお伺い
します。その際に、申込書
を記入していただき
登録は完了です。

★内川地区
・菊池 洋さん宅前　 
　　　　（13：30頃）
・金澤 利光さん宅
　　　　（13：45頃）
・芳賀 きよ子さん宅
　　　　（14：30頃）
・古市 勝弥さん宅　
　　　　（ 14：40頃）
・仲田 春治さん宅　
　　　　（15：30頃）

★石井地区
・やまつりファーム　 
　　　　（13：30頃）
・下石井中野内地区
　　　　（13：45頃）
・和田 始子さん宅前
　　　　（14：00頃）
・櫻の苑　
　　　　（14：10頃）
・佐川 カツエさん宅前　
　　　　（14：30頃）
・山崎 節子さん宅前
　　　　(15：00頃 )

・竹野内地区池の前　 
　　　　（13：30頃）
・古市園芸前
　　　　（14：10頃）
・鶴ヶ池バス停
　　　　（14：40頃）
・古市 文雄さん宅前　
　　　　（ 15：00頃）
・追分地区　
　　　　（15：15頃）

★宝坂・追分地区 ★下関・大垬地区
お菓子、お惣菜、
日用品など取り揃え
ております

※大雨、大雪、猛暑日は運行を休止する場合があります。また、予告なしに運行を休止する場合がございます。

・中山ニュータウン
　　　　(13：30頃 )
・沼田 ミチ子さん宅
　　　　（14：00頃）
・天神前バス停
　　　　(14：20頃 )
・古市理容室前
　　　　(14：30頃 )
・佐川商店前　
　　　　(14：50頃 )
・折屋　 （15：40頃）

●到着時間が前後する場合があります

登 録 注 文 配 達
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高校生の功績を讃え
▶若鮎チャレンジサポート事業激励金交付式

　８月２３日（火）、町役場町長室において若鮎チャ
レンジサポート事業激励金交付式が行われました。
インターハイに出場したソフトテニス競技の山田彩
友美さん、東北総体に出場した水泳競技の本多成舟
くんと森本将太くん、同じくソフトテニス競技の鈴
木大輝くんの功績を讃え、激励金が交付されました。

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　８月１０日（水）、町役場駐車場内において道路
清掃奉仕作業出発式が行われました。道路清掃奉仕
作業は７つの建設業者協力のもと安心・安全な道路
環境づくりのため町内全域で実施され、集められた
ゴミは東白クリーンセンターの処理施設に運搬され
ました。

安心・安全な道路環境を目指して
▶道路清掃奉仕作業出発式

　７月２５日（月）～２９日（金）、住民主体の活
動を進める「結いゆい隊」によるラジオ体操が町内
１９カ所で行われ、約１，９００人が参加しました。
夏休み早朝に子どもから高齢者まで多くの方が参加
し、地域のつながりを広めていこうと楽しく交流し
ました。

見守りや支えあいのある町を目指して
▶地域がつながるラジオ体操

いまを開き未来を拓くNIE
▶ NIE 全国大会宮崎大会

　８月４日（木）～５日（金）、宮崎市において第
２７回NIE 全国大会宮崎大会が開催されました。
参加した佐川町長は記念公演やパネルディスカッ
ション等を通して、NIE（教育に新聞を）について
理解を深めました。また終了後には、市内の図書館
を訪問し、貴重な意見交換を実施しました。

　８月１９日（金）、山村開発センターにおいて令
和４年度矢祭町山村開発センター運営審議会が行わ
れました。審議会では新型コロナウイルス感染症防
止対策を講じながら、令和３年度の運営状況、施設
利用状況、収入状況や令和４年度における事業運営
について協議されました。

　８月１１日（木）、田川（アートポップマシコ前）
において矢祭町観光協会主催、久慈川第一漁業協同
組合、町共催のもとあゆのつかみ取りが開催されま
した。子どもから大人まで約１１０名が参加し、水
しぶきをあげ全身ずぶ濡れになりながら、あゆのつ
かみ取りを楽しんでいました

今年度の運営方針などを協議
▶令和４年度矢祭町山村開発センター運営審議会

全身ずぶ濡れになり、つかみ取りを楽しむ
▶あゆのつかみ取り

大健闘！全国大会出場
▶全中ソフトテニス大会出場報告会

　８月２３日（火）、町役場町長室において全中ソ
フトテニス大会出場報告会が行われました。石川義
塾中学校の生田目和奈さんと尾亦咲娃さんは第５０
回東北中学校ソフトテニス大会女子団体戦において
優勝を果たし、北海道旭川市で開催された全国大会
に出場しました。
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固定資産税▶３期
介護保険料▶４期
国民健康保険税▶４期
後期高齢者医療保険料▶２期
納期限（口座振替日）▶９月３０日（木）

水道使用料▶７～８月分
納期限▶９月３０日（金）
口座振替日▶９月２６日（月）

●今月の納税

毎年9月9日は「救急の日」です。
「救急の日」とは、住民の皆さんに、救急医療に興味・関心を持ち正しい知識を
身につけて頂くために定められました。
救急車は全国で年間約619万件、5.1秒に1回出動しています。(令和3年度 )
救急車の台数には限りがあります。本当に必要な人のために救急車の適正利用
をお願い致します。
また、当広域消防管内でも新型コロナ感染拡大により、救急患者の搬送先がす
ぐに決まらない「救急搬送困難事案」が多発しています。高齢者で高熱により
意識状態が悪い、下痢等で脱水、食欲不振等の場合には救急車を要請する目安
となりますが、判断に迷う場合は医療機関への相談または、「全国版救急受信ア
プリQ助（スマホ版、web版）」などを参考にしてください。

差
別
を
助
長
す
る
表
現
の
掲
載

な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
様
々
な

問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
書
き
込
み
は
人
を
傷

つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
書
き
込

み
を
し
た
人
が
罪
に
問
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
一
般
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
等
に
対
し

て
人
権
に
対
す
る
正
し
い
理
解

を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

ま
た
、
小
学
生
・
中
学
生
等

の
青
少
年
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
が
年
々
増
加
し
て
い
る
一

方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
利
用
し
た
誹

謗
中
傷
や
違
法
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

な
ど
、
子
ど
も
が
、
加
害
者
や

被
害
者
に
な
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
事
案
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

「
青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法

律
」
が
平
成
21
年
４
月
に
施
行

さ
れ
、
平
成
30
年
２
月
か
ら
18

歳
未
満
の
青
少
年
利
用
者
に
対

し
有
害
情
報
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
有
効
化
措
置
を
行
う
こ
と
な

ど
が
携
帯
電
話
事
業
者
に
義
務

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
青
少
年
を
中
心
に
深
刻
化

す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

人
権
侵
害
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
中
学
校
な
ど
を
対
象
に
携

帯
電
話
会
社
等
の
実
施
す
る
ス

マ
ホ
・
ケ
ー
タ
イ
安
全
教
室
と

連
携
し
た
人
権
教
室
を
開
催
し

て
い
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
お
け
る
人
権
問
題
に
つ
い

て
啓
発
冊
子
「
あ
な
た
は
大
丈

夫
？
考
え
よ
う
！
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
と
人
権
」
を
作
成
し
た

り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
に
関
す
る
人

権
啓
発
サ
イ
ト
を
開
設
す
る
な

ど
、
様
々
な
啓
発
活
度
を
行
っ

て
い
ま
す
。

相
談
先　

み
ん
な
の
人
権
１
１

　

０
番
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３

　

‐
１
１
０
／
子
ど
も
の
人
権

　

１
１
０
番
☎
０
１
２
０
‐
０

　

０
７
‐
１
１
０
／
女
性
の
人

　

権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０
５
７

　

０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
そ

の
他
の
所
得
額
が
一
定
基
準
以

下
の
、
年
金
受
給
者
の
生
活
を

支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上

乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

受
け
取
り
に
は
請
求
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
ご
案
内
や
事

務
手
続
き
は
、
日
本
年
金
機
構

（
年
金
事
務
所
）
が
実
施
し
ま

す
。

対
象　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

　

し
て
い
る
方
（
65
歳
以
上
で

　

あ
る
／
世
帯
員
全
員
が
市
町

　

村
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て

　

い
る
／
年
金
収
入
額
と
そ
の

　

他
所
得
額
の
合
計
が
約
88
万

　

円
以
下
で
あ
る
）。
／
障
害

　

基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

　

を
受
給
し
て
い
る
方
（
前
年

　

の
所
得
額
が
約
４
７
２
万
円

　

以
下
で
あ
る
）。

　

※
い
ず
れ
も
（
）
内
の
要
件

　
　

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

　
　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

請
求
手
続
き

新
た
に
年
金

　

生
活
者
支
援
給
付
金
を
お

　

受
け
取
り
い
た
だ
け
る
方

▼
お
受
け
取
り
の
対
象
に

　

な
る
方
に
は
、
日
本
年
金

　

機
構
か
ら
９
月
初
旬
頃
か

　

ら
、
請
求
可
能
な
旨
の
お

　

知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
。

　

同
封
の
は
が
き
（
年
金
生

　

活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）

　

に
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
令
和
５
年
１
月
４

　

日
ま
で
に
請
求
手
続
き
が

　

完
了
し
ま
す
と
、
令
和
４

年
10
月
分
か
ら
さ
か
の

　

ぼ
っ
て
受
け
取
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。
／
年
金
を
受

　

給
し
始
め
る
方
▼
年
金
の

　

請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年

　

金
事
務
所
ま
た
は
市
区
町

　

村
で
請
求
手
続
き
を
し
て

　

く
だ
さ
い
。

※
日
本
年
金
機
構
や
厚
生
労

　

働
省
を
装
っ
た
不
審
な
電

　

話
や
案
内
に
ご
注
意
く
だ

　

さ
い
。
日
本
年
金
機
構
か

　

や
厚
生
労
働
省
か
ら
電
話

　

で
お
客
様
の
家
族
構
成
や

　

金
融
機
関
の
口
座
番
号
・

　

暗
証
番
号
を
お
聞
き
し
た

　

り
、
手
数
料
な
ど
の
金
銭

　

を
求
め
る
こ
と
も
あ
り
ま

　

せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

給
付
金
専
用

　

ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐

　

０
５
‐
４
０
９
２

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の

方
を
対
象
に
消
費
税
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

説
明
会
へ
の
参
加
に
は
、

事
前
申
込
（
申
込
期
限
▼
令

和
４
年
９
月
20
日
（
火
））
が

必
要
で
す
。

　

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
、

申
込
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

日
時　

令
和
４
年
９
月
27
日

　
（
火
）（
主
に
課
税
事
業
者

　

向
け
▼
午
前
10
時
〜
午
前

11
時
ま
で
／
主
に
免
税
事

　

業
者
の
方
向
け
▼
午
後
２

　

時
〜
午
後
３
時
ま
で
）

　

※
希
望
す
る
方
に
は
、
説

　
　

明
会
終
了
後
「
登
録
申

　
　

請
相
談
会
」
を
30
分
程

　
　

度
行
い
ま
す
。

会
場　

白
河
税
務
署
１
階
大

　

会
議
室
（
白
河
市
中
田
５

　

‐
１
）

申
込　

白
河
税
務
署
法
人
課

　

税
部
門
☎
２
４
８
‐
２
２

　

‐
７
１
２
８

　

運
動
の
実
施
期
間
は
、
９

月
21
日
（
水
）
〜
30
日
（
金
）

の
10
日
間
で
、
運
動
期
間
最

終
日
の
９
月
30
日
は
、「
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

運
動
の
全
国
重
点

子
ど
も

　

と
高
齢
者
を
始
め
と
す

　

る
歩
行
者
の
安
全
確
保

　

／
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の

　

歩
行
者
事
故
等
の
防
止

　

及
び
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

／
自
転
車
の
交
通
ル
ー

　

ル
遵
守
の
徹
底

　

依
然
と
し
て
歩
行
者
の
交

通
事
故
被
害
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。
横
断
歩
道
な
ど
で
の

一
時
停
止
と
安
全
確
認
を
励

行
し
、
歩
行
者
の
安
全
確
保

を
図
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
小
学
生
が
登
下
校
時

や
歩
行
中
に
交
通
事
故
に

あ
っ
て
死
亡
し
た
り
重
傷
を

負
う
ケ
ー
ス
で
は
、
約
８
割

が
横
断
中
の
事
故
で
す
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
運

転
者
に
対
し
て
歩
行
者
な
ど

の
保
護
意
識
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
極
め
て
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、
歩
行
者
や
他
の
車
両

に
対
す
る
「
思
い
や
り
・
ゆ

ず
り
合
い
」
の
気
持
ち
を
持
っ

て
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

に
伴
い
、
そ
の
匿
名
性
、
情

報
発
信
の
容
易
さ
か
ら
、
個

人
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、
名

誉
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
に
関
す
る
説
明
会

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

制
度
の
お
知
ら
せ

相　
　

談

人　口 ５,３９９人（－   11）
男 ２,６５２人（－   ７）
女 ２,７４７人（－   ４）
世　帯 ２,０９８世帯（－   ６）

人の動き
８月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月号では、コミュニティ・スクール
について取材させていただきました。取
材を通してコミュニティ・スクールは、
子どもたちや地域等にとってとても良い
取り組みだと感じました。今後、この取
り組みを活かし、矢祭町の子どもたちが
元気に育ってくれることを願っています。
　また、取材にご協力いただいた方に感
謝申し上げます。　　　　　　　　　（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和4年1月1日～8月15日）

火災件数　 0 件
救急出動　  139件

消防分署からのお願い
令
和
４
年
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

人
権
侵
害

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
今月号では該当者がおりませんでした

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
古市ヤヨヱ 93 武 7 / 31 宝　坂
本田　ツル 90 里美 8 / 17 下関河内
薄井　一郎 98 伸彦 8 / 22 宝　坂
菊池　　章 87 芳男 8 / 22 関　岡

●お悔み申し上げます（敬称略）
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N
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月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター9

日 月 火 水 木 金 土
4 5 6 7 8 9 10

●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）
●ウォーキング教室

●乳がん・子宮頸がん・骨粗しょう症検診
　保セ

●乳がん検診
　保セ

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

11 12 13 14 15 16 17
● 3か月児健康診査
　         塙（13：15～13：30）

○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

18 19 20 21 22 23 24
●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）

●カンガルーくらぶ○和田医院☎33-2012 ○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ

25 26 27 28 29 30 10/1
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）
●子宮頸がん・骨粗しょう症検診
　保セ

●１歳6か月児健康診査
　 保セ（13：00～13：10）
●３歳児健康診査
　 塙（13：00～13：10）

○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

2 3 4 5 6 7 8
●ウォーキング教室

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『そらいろ男爵』
　お手製の青い複葉機にのり、バードウォッチン
グを楽しんでいた「そらいろ男爵」ですが、戦争
が起こり、お気に入りの飛行機を迷彩色にぬりか
えて、戦いに参加せざるをえなくなります。最初
は、爆弾のかわりに打撃力のある１２巻の百科事
典を使い、一個大隊を撃破。でも、戦争はつづき
ます。旅行記や料理書、哲学書、天文書に歴史小
説、男爵は大好きな『本』をどんどん投下します。
本を拾った将軍や兵士たちは、それぞれ本に夢中
になり、戦いへの意欲がなくなってしまいます。
そして、男爵が戦争を終わらせるために最後に投
下したものは……。２０１４年に第１次大戦開始
１００年を記念して刊行され、フランスで児童書
に贈られるサンテグジュペリ賞を受賞した良質の
絵本。日本でも終戦後７０年になる２０１５年に、
平和をもたらす『本の力』『ことばの力』をわか
りやすく伝える貴重な一冊。小学生から大人まで、
幅広い年齢のかたに楽しんでいただける内容で
す。　　　　　　
（主婦の友社紹介文／矢祭もったいない図書館）

矢祭町長　佐川 正一郎
▶戦争をテーマにして、本から平和
を願い、人々に言葉の力や本の力を
伝えています。ユーモアたっぷりに
描かれています。
　１９１４年に世界第一次大戦が起
こり、この時代を背景にした作品で
す。また、当時、スペイン風邪が世
界中に感染した時代でもありまし
た。
　飛行機から落とす砲弾の換わり
に、絵本の主人公の男爵は本を落と
し、拾った兵士たちが本や家族の手
紙を読み、戦争よりも、もっと大切
なことを知り、戦うことを止めるこ
とになりました。毎年の８月は、日
本も戦争の悲劇を語る月です。
　私も今から１０年前に８月６日広
島市で原爆慰霊祭に参加しました。
　平和は、自らが創るものだと思い
ます。

文▶ジル・ボム
出版社▶主婦の友社

絵▶ティエリー・デデュー
対象▶小学生～


